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アジア太平洋域に分布するハマグリ類の

分子遺伝学的手法を用いた系統解析

ＰＳ-19

矢敷彩子1)．今井秀行2)．山口正士2）

')琉球大学理工学研究科、２)琉球大学理学部

琉球列島は､海洋生物地理的には熱帯性の海生生物が分布するインド･西太平洋

区に属し､生物多様性が非常に高い｡その砂浜や干潟の潮間帯には､食用種である

二枚貝類が多数生息している。これまで、食用として身近なハマグリ類(Genus

Me花"な)は、中国大陸･日本･台湾および東南アジアには広く分布しているが､琉球

列島には生息しないと考えられてきた。しかし近年、西表島からハマグリ類１種

(ＭＥ”rrjxspl)の生貝が発見されたこと､沖縄島の貝塚からハマグリ類の貝殻が相次
いで出土していることから､ハマグリ類は沖縄にも広く分布していたと考えられた｡また

ハマグリ類は､インド太平洋域の熱帯から温帯にかけて約９種生息していると言われ

ているが､殻の模様や形態による種の判別が難しく、種の識別が混乱している状況で

ある｡本研究では､分子遺伝学的手法を用いて､アジア太平洋域に生息するハマグリ

類の遺伝的変異を把握し､琉球列島に生息するＭど花r｢ｊＸｓＰ・の系統的な位置付けを
試みることを目的とした。

ハマグリ類の遺伝的変異と系統関係を把握するために、アロザイム分析および

RAPD-PCR分析を実施した｡アロザイム分析では、13酵素１３遺伝子座について実験

をおこなった｡使用したサンプルは６種１２集団で､ハマグリノ皿伽oｒｊｑ（青森･福岡・

韓国・台湾)、チョウセンハマグリＭ、ノα腕α”肱（宮城･島根)、シナハマグリノM

paecﾉtjaﾉiｓ（中国･韓国)、ミスハマグリＭｌｙｒａｒａ（中国)、Ｍｅ”か肱ｓｐ、１（西表島)、

ＭＥ”rrixsP､２（タイ･モザンビーク)であった｡アロザイム分析により得られた遺伝距離

に基づいて系統樹を作成した結果､西表島の皿巴だかｊｘｓｐｌは､外部形態ではチョウ
センハマグリによく似ているが､遺伝的には非常に離れていることがわかった｡さらに、

台湾のハマグリＭ・伽ｏｒｊａと日本(青森･柳)11)のハマグリＭＪ"sorjaの遺伝距離は種

間レベルの値を示したため､台湾のハマグリは､遺伝的には異なっている隠蔽種であ

る可能性が示唆された｡RAPD-PCR分析では､アロザイム分析に用いた集団に２種２

集団､/Ｍｍｅだ"な（インド)、Ｍ・cczmz(インド)を加え､計８種１４集団について実験を

おこなった｡分析には１８プライマー使用し､総断片数に占める共有断片数の割合を

求めて遺伝的類縁図を作成した｡得られた図は､アロザイム分析で得られた系統樹と

概ね一致した結果となり､西表島のＭど”かなｓｐｌは既存のどの種とも異なっていると
思われた。


